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第３章 名越切通の諸環境と現状

１．位置と歴史的背景

1-1 位 置

国指定史跡名越切通は三浦半島の基部西岸、相模湾に面した逗子市の北部に位置する。鎌倉との行政

界を形作る尾根上に位置し、指定地周辺は起伏に富んだ丘陵となっている。現在では直下にＪＲ横須賀

線の名越トンネル、旧国道134号線(現県道)の名越隧道が開削されて外部との往来が図られている。

1-2 歴史的背景

逗子市の位置する三浦半島は、古くは旧石器時代より人々の営みが確認されており、周辺には縄文時

代各期の標識遺跡も点在する。逗子市内では、弥生時代には、低地の池子遺跡群から木製農耕具類が多

量に出土する一方、台地上の持田遺跡等からは住居跡が多く検出され、台地と谷戸が入り組む当地でも、

巧みな土地利用がなされていた(図3-2)。

平成 14 年(2002 年)には、「長柄桜山古墳群」が新たに国史跡に指定されており、県内屈指の規模の前

方後円墳が古墳時代の前期に築かれていたことが明らかとなった。この時代には海岸線もほぼ現在と同

位置となったと考えられており、低地部では奈良～平安時代にかけて、住居等が営まれた痕跡が確認さ

れている。

古来、この地は浦賀水道(東京湾)を経て安房・上総(房総半島)方面へと至る陸・海路の要衝であったが、

中世には名越切通が鎌倉の主要な出入り口として整備され、新たな特性を兼ね持つこととなった。そし

て、鎌倉幕府滅亡後もその役目を終えることなく改修を重ねながら現在に至った。

先にも触れたように、現在、鉄道や車道が名越切通の直下をトンネルで通過しており、このことは当

地の交通の要衝としての歴史的な重要性を象徴するものといえよう。

国指定史跡名越切通

図 3-1 名越切通の位置

左：鎌倉市教育委員会『仮粧坂詳細分布調査報告書』より抜粋・加筆

右：国土地理院『２万５千分の１地形図』「鎌倉」より抜粋・加筆
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２．名越切通の現状

2-1 遺構の概要と遺存状況

史跡を構成する主な遺構は「切通」「まんだら堂やぐら群」「大切岸」に大別でき、遺跡の概要と遺存

状況を概観すると、表3-1のようになる (現況調査の詳細は資料編参照) 。

2-2 立地条件

2-2-1 交通アクセス

東京方面から逗子市までの主要な道路は、横浜横須賀道路(国道 16 号線：自動車専用高規格道路)逗子Ｉ

Ｃ経由で市内に入るルートである。鎌倉方面からは、相模湾沿いに国道134号線が市内を縦断している。

名越切通には、その直下をトンネルでくぐり逗子市と鎌倉市の中心部を結んでいる県道を利用する。公

共交通機関を利用する場合は、ＪＲ横須賀線の逗子駅、鎌倉駅または京浜急行電鉄の新逗子駅で下車し、

京急バスを利用する。

2-2-2 市内の公共施設・集客施設

周辺の集客施設としては、披露山公園、逗子マリーナ等が挙げられる(図 3-4)。また、平成15年度（2003

年度）に整備基本構想が策定された国指定史跡長柄桜山古墳群も整備事業が進められており、一定の集

客効果が見込まれる。

図 3-3 逗子市周辺の鉄道および主要道路

国土地理院『５万分の１地形図』「横

須賀」より抜粋・加筆

図 3-4 公共・集客施設の分布状況

国土地理院『２万５千分の１地形図』

「鎌倉」より抜粋・加筆
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表
3
-
1

史
跡

の
概
要

と
遺

存
状
況

主
要
な
遺
構

遺
構
の

概
要

写
真

発
掘
調
査

等
の
成
果

遺
存

状
況
等

切
通

●
鎌
倉
の

南
東
部

の
丘

陵
を
開

渠
状

に
掘
削

し
て
通

路
と

し
、
中

世
の

政
治
経

済
の
中

心
地

で
あ
る

鎌
倉

と
三
浦

半
島
地

域
と

を
結
ぶ

要
路

と
し
た

も
の
で

、
鎌

倉
の
外

縁
に

遺
存
す

る
切
通

の
中

で
も
往

時
の

面
影
を

良
く
留

め
て

い
る
。

●
中
世
以

来
、
連

綿
と

利
用
さ

れ
つ

つ
現
在

に
至
る

。
特

に
明
治

1
6

年
(1
8
8
3年

)1
2
月
、

直
下

に
名
越

遂
道
が
開

通
す
る

ま
で

は
主
要

な
道

路
の
一

つ
で
あ

っ
た

。

●
平
成

12
年

度
の
発

掘
調

査
で
は

、
第
1
切

通
部
分

の
現

路
面
の

下
に

は
4時

期
の
道

路
面

が
あ
り

、
最

下
層
の

路
面

上
か
ら

18
世

紀
後
半

以
降

の
遺
物
が

出
土
し

た
。

●
平
成

16
年

度
の
発

掘
調

査
で
は

、
平
成

1
2年

度
調

査
の
結

果
が

追
認

さ
れ
、

現
在
の

切
通

路
の
景

観
が

近
世
以

降
に

形
成
さ

れ
た

も
の
と

推
測
さ
れ

た
。
保

存
対

策
工
事

の
過

程
で
、

現
路

面
か
ら

約
6
m
上
方
の

側
壁
に
や

ぐ
ら
の

痕
跡

が
発
見

さ
れ

た
。

●
第
１

切
通

は
、
平

成
1
7
年
３
月

現
在

、
保
存

対
策

工
事
が

終
了

し
近

く
公
開

の
予

定
で
あ

る
。

今
後
は

、
維

持
管
理

工
事
と

し
て

岩
盤
の

割
れ
目
に

入
り

込
ん
だ

木
根

(地
上
部
は

伐
採

)が
腐
朽

す
る
過

程
で

亀
裂

充
填
工

事
が

必
要
と

な
り

、
岩
盤

表
面

の
強
化

（
撥
水

）
処

理
範
囲

に
お
け
る

定
期

的
な
再

処
理

工
事
が

必
要

と
な
る

。
●
第
２

切
通

の
地
質

は
、

土
木
学

で
の

土
工
区

分
に
お

い
て

斜
面
下

方
は
軟
岩

、
上

方
は
礫

混
り

砂
質
土

に
分

類
さ
れ

、
切
土

に
対

す
る
標

準
の
り
勾

配
[
日
本

道
路

協
会
：

の
り
面

工
・

斜
面
安

定
工

指
針
]
か

ら
安

定
勾
配

と
判

定
さ
れ

る
。

●
第
３

切
通

の
地
質

は
、

両
斜
面

共
に

逗
子
市

側
で
は

比
高

差
が
低

く
安
定
し

て
い

る
。
ま

た
、

鎌
倉
側

で
は

比
高
差

は
あ
る

も
の

の
、
勾

配
は
緩
く

、
比

較
的
安

定
し

て
い
る

。
●
第
２

、
第

３
切
通

の
斜

面
に
浮

石
が

確
認
さ

れ
る
。

通
常

時
は
比

較
的
安
定

し
て

お
り
、

緊
急

的
な
対

策
を

講
じ
る

必
要
は

無
い

が
、
豪

雨
時
や
地

震
時

に
注
意

を
要

す
る
。

長
期

的
に
は

保
存
対

策
工

事
が
必

要
と
な
る

た
め

、
そ
の

時
期

及
び
方

法
に

つ
い
て

検
討
を

要
す

る
。

ま
ん
だ
ら
堂

や
ぐ
ら
群

●
指
定
地

の
ほ
ぼ

中
央

付
近
、

尾
根

付
近
の

平
場
を

囲
む

崖
面
に

集
中

し
て
分

布
し
て

い
る

や
ぐ
ら

群
で

あ
る
。

●
「
や
ぐ

ら
」
は

主
に

鎌
倉
お

よ
び

周
辺
地

域
に
密

に
分

布
す
る

中
世

の
葬
送

遺
構
で

、
崖

面
を
水

平
に

掘
り
込

ん
だ
横

穴
に

納
骨
し

、
石

塔
等
を

安
置
す

る
も

の
を
典

型
と

す
る
。

●
当
地
に

残
る
「

ま
ん

だ
ら
堂

」
と

い
う
地

名
か
ら

、
何

ら
か
の

建
物

が
存
在

し
た
も

の
と

推
測
さ

れ
て

い
る
が

、
具
体

的
な

史
料
は

未
詳

で
あ
る

。

●
昭
和

53
年

に
は
、

鎌
倉

側
の
平

場
の
一

部
で

発
掘
調

査
が

行
わ
れ

、
整
地
面

が
検
出

さ
れ

、
か
わ

ら
け

、
火
葬

骨
片

な
ど
の

遺
物

が
出
土

し
た
。

●
平
成

13
･
1
4年

度
に

は
、
や

ぐ
ら

群
前
面

お
よ

び
切
通

路
周
辺

の
発

掘
調
査
が

行
わ
れ

、
や

ぐ
ら
群

前
面

の
平
場

か
ら

は
柱
穴

状
遺

構
や
、

火
葬
址
が

検
出
さ

れ
た

。
遺
構

や
遺

物
の
密

度
に

は
地
点

に
よ

っ
て
差

異
が
認
め

ら
れ
、

分
布

の
主
体

は
鎌

倉
側
の

平
場

付
近
で

あ
っ

た
と
想

定
さ
れ
る

。
ま
た

、
や

ぐ
ら
群

の
造

営
は
、

出
土

遺
物
か

ら
1
3
世
紀
後

半
～
末
頃

に
開
始

さ
れ

、
1
5
世
紀
末

ま
で
続

い
た

と
推
定

さ
れ

て
い
る

。
●
平
成

16
年

度
に
実

施
し

た
現
況

調
査
に

よ
っ

て
、
や

ぐ
ら

と
石
塔

の
数
量
が

把
握
さ

れ
た

。
や
ぐ

ら
は

14
0
基
以

上
が
遺

存
し

、
多
く

は
比

較
的
小
規

模
で
あ

る
。

残
存
す

る
石

塔
類
の

殆
ど

が
五
輪

塔
で

、
そ
の

約
3/
4
は
当

地
の
基

盤
岩

で
あ
る

凝
灰
岩

・
砂

岩
製
で

あ
る

。

●
平
成

1
6年

に
や
ぐ

ら
群

の
現
況

調
査

を
実
施

し
、

目
視
に

よ
っ

て
各

や
ぐ
ら

の
位

置
、
構

造
、

損
壊
状

況
等

を
調
査

票
に
ま

と
め

、
保
存

整
備
の
た

め
の

基
礎
資

料
を

作
成
し

た
（

資
料
編

を
参
照

）
。

そ
の
結

果
、
1
4
1
基
の
や

ぐ
ら

を
確
認

し
、

早
急
な

保
存

対
策
工

事
を
要

す
る

20
基
の
や

ぐ
ら

を
特
定

し
た

。
ま
た

、
や

ぐ
ら
の

上
の
樹

木
（

根
）
が

第
１
切
通

と
同

様
に
、

遺
構

に
悪
影

響
を

与
え
て

い
る
こ

と
も

判
明
し

た
。

●
ま
ん

だ
ら

堂
や
ぐ

ら
群

は
、
や

ぐ
ら

の
落
盤

や
倒
壊

等
が

懸
念
さ

れ
る
こ
と

か
ら

、
平
成

1
2年

度
の
公

有
化

を
機
会

に
閉

鎖
さ
れ

て
い

る
。

大
切
岸

●
ほ
ぼ
垂

直
に
切

り
落

と
さ
れ

た
高

さ
3
～
1
0
mの

岩
盤
の

崖
面

が
尾

根
直
下
に

約
8
0
0ｍ

以
上

の
長
さ

で
連

な
る
。

断
崖
は

場
所

に
よ
り

数
段

か
ら
な

り
、
多

く
は

逗
子
側

に
向

か
っ
て

形
成
さ

れ
て

い
る
。

●
昭
和

47
･
4
8年

の
赤

星
直
忠

ら
の

踏
査
に

よ
っ

て
大
切

岸
の
遺

構
の

広
が
り
が

把
握
さ

れ
、

鎌
倉
防

衛
の

た
め
の

城
郭

遺
構
で

あ
る

と
想
定

さ
れ
た
。

●
昭
和

53
年

の
発
掘

調
査

で
は
、

石
切
の

痕
跡

を
残
す

岩
盤

削
平
面

な
ど
が
検

出
さ
れ

た
。

●
平
成

13
･
1
4年

度
の

確
認
調

査
で

は
、
切

岸
の

下
で
、

広
範
に

わ
た

っ
て
石
切

の
痕
跡

が
確

認
さ
れ

、
大

規
模
な

石
切

場
と
し

て
利

用
さ
れ

た
こ
と
が

判
明
し

た
。

切
り
立

っ
た

崖
が
連

続
す

る
現
在

の
景

観
は
、

石
材
採
掘

の
結
果

、
形

成
さ
れ

た
も

の
で
あ

る
と

推
測
さ

れ
て

い
る
。

●
平
成

1
6年

に
地
表

地
質

踏
査
に

よ
る

現
況
調

査
を

実
施
し

た
。

地
質

は
、
池

子
層

凝
灰
質

砂
岩

、
凝
灰

質
シ

ル
ト
岩

等
の
互

層
か

ら
成
り

、
高
さ
3
～

10
m
の
垂

直
な
崖

状
を

形
成
し

て
い

る
。
崖

面
は
互

層
沿

い
に

風
化
浸

食
を

受
け
て

凹
凸

を
呈
し

て
お

り
、
最

大
で
1
.
0
m程

オ
ー

バ
ー

ハ
ン
グ

し
て

い
る
。

ま
た

、
表
面

剥
離

に
よ
る

小
規
模

な
落

石
や
浮

石
が
、
開

口
し

た
割
れ

目
に

は
径
数

mに
お
よ

ぶ
浮
石

も
確

認
さ
れ

た
。

●
現
状

、
比

較
的
安

定
し

て
お
り

、
早

急
な
対

策
を
講

じ
る

必
要
は

無
い
が
、

長
期

的
に
は

風
化

抑
制
の

た
め

の
保
存

工
事
が

必
要

と
な
る

た
め
、
そ

の
時

期
及
び

方
法

に
つ
い

て
検

討
を
要

す
る
。
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2-3 土地利用上の法規制

整備にあたっては、史跡指定地および周辺地域にかかる土地利用上の各種法規制に配慮する必要があ

る (表 3-2 および図 3-5) 。

国指定史跡名越切通とその周辺は、一体的な保存・保全措置が可能となる土地利用条件にある。たと

えば、逗子市内では、史跡指定地とそれに隣接する一部区域が「古都における歴史的風土の保存に関す

る特別措置法(古都保存法)」による「歴史的風土保存区域」に指定されている。また、その南側にあたる

史跡指定地外の久木9丁目内の緑地帯はその大半が都市公園「名越緑地」、史跡指定地の西方の緑地帯は

都市公園「滝の谷緑地」となっている。一方、史跡指定地の北側に隣接する鎌倉市側の緑地帯は、全て

が「古都保存法」による歴史的風土特別保存地区「名越切通し特別保存地区」、または歴史的風土保存区

域に指定されている。

このように、史跡指定地周辺は、現状の緑地保存を前提とした土地利用規制が既に施行されており、

当該史跡の周辺の環境および景観保全のための規制条件は整備されている。

さらには、現在、世界遺産登録が検討されている「武家の古都、鎌倉」から名越切通を考えた場合、

これらの周辺緑地帯は、緩衝地帯を形成する緑地帯であると位置付けることができる。

2-4 関連計画

都市の振興、まちづくり、景観、環境などの観点で、史跡名越切通がどのように位置付けられている

かを、上位計画・関連計画（以下の４計画）について表3-3において整理してとりまとめた。

●逗子市総合計画

●逗子市都市計画マスタープラン

●逗子市緑の基本計画

●逗子市環境基本計画

2-5 公開活用の現状

史跡名越切通は、かねてより、逗子から鎌倉に抜ける散策路として、史跡を目的に訪れた人のみなら

ず、多くのハイカーに利用されてきた。

切通路については、保存工事中の期間も迂回路を設置し、通行を可能としてきた。

大切岸部分については、法性寺の寺社地から間近に眺める他、大切岸の上部そのものが、ハイランド

方面に抜けるハイキングコースとなっており、自由な往来が可能である。

これに対し、集中してやぐらの分布するまんだら堂やぐら群は、公有化されて以降遺構の劣化が激し

く公開には危険をともなうことから、保存と考古学調査のため閉鎖されてきた。

こうした中、平成16年の秋に3週間に限り、まんだら堂やぐら群の公開を行った際には、3,000人余

の見学者が訪れ、市民の関心が高く、史跡の公開を望む声が大きいことが示された。会場でアンケート

を行った結果および見学者の意見は、「資料編：名越切通の諸環境」の中で紹介する。
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根
拠

法
・

計
画

対
象
範

囲
規
制

内
容

等
史
跡

整
備

と
の

関
係

都
市

計
画

法

史
跡

指
定

地
の

大
部

分
●
市

街
化

調
整

区
域

に
お

け
る

建
築

や
造

成
等

（
土

地
の

区
画

形
質

の
変

更
）

は
、

法
3
4条

の
立

地
基

準
を

満
た

し
た

上
で

、
都

道
府

県
知

事
の

許
可

が
必

要
と

な
る

。
た

だ
し

政
令

（
都

市
計

画
法
施

行
令

）
で

定
め

た
公

益
上

必
要

な
建

築
物

（
例

：
図

書
館

、
博

物
館

等
）

を
つ

く
る

た
め

の
行
為

、
も

し
く

は
国

・
県

・
指

定
都

市
・

特
例

市
・

中
核

市
等

が
行

な
う

行
為

、
も

し
く

は
都

市
計
画

事
業

と
し

て
行

な
う

も
の

は
、

法
34

条
の

立
地

基
準

を
満

た
せ

ば
、

通
常

許
可

が
不

要
で

あ
る
（

た
だ

し
、

技
術

基
準

は
、

通
常

同
様

に
適

応
さ

れ
る

)
。
（

第
7、

13
、
1
5、

29
、
3
4、

43
条
、

同
法

施
行

令
20

条
）

市
街
化

調
整

区
域

の
開

発
行

為
、

建
築

行
為

は
厳

し
く

制
限
さ

れ
る

。
た

だ
し
、

左
の

要
件

に
よ

り
可

能
と

な
る

場
合

が
あ

る
た

め
、
整

備
の

場
合

に
留
意

す
る

。

第
１

種
低

層
住

居
専

用
地

域

都
市

計
画

法
建
築

基
準

法

史
跡

指
定

地
外

（
周

辺
部
）

●
社

会
教

育
法

で
定

め
る

施
設

の
う

ち
、

図
書

館
に

類
す

る
施

設
は

そ
の

規
模

に
か

か
わ

ら
ず

建
設
を

認
め

ら
れ

る
。

ま
た

郷
土

博
物

館
は

可
能

で
あ

る
が

、
地

区
外

か
ら

多
く

の
集

客
を

招
く

一
般
の

美
術

館
や

博
物

館
は

不
可

。
(
建
築

基
準

法
第

4
8条

)

史
跡
指

定
地

外
に

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
等

を
設

け
る

場
合

に
留
意

す
る

。

第
１

種
住

居
地

域
都
市

計
画

法
建
築

基
準

法
史
跡

指
定

地
外

（
周

辺
部

の
都

市
計

画
道

路
、

Ｊ
Ｒ

●
劇

場
、

映
画

館
、

演
芸

場
又

は
観

覧
場

は
建

設
が

不
可

。
(建

築
基

準
法

第
48

条
)

史
跡
指

定
地

外
に

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
等

を
設

け
る

場
合

に
留
意

す
る

。

風
致

地
区

鎌
倉

風
致

地
区

都
市

計
画

法
史
跡

指
定

地
内

（
鎌

倉
市

側
）

●
土

地
の

形
質

変
更

、
建

築
物

の
建

築
、

木
竹

の
伐

採
そ

の
他

に
つ

い
て

、
県

・
市

が
行

う
場

合
は
、

風
致

地
区

の
決

定
権

者
と

事
前

の
協

議
を

要
す

る
。

（
第

58
条

)
鎌

倉
市

側
で

関
連

施
設

を
整

備
す

る
場

合
に

留
意

す
る

。

都
市

公
園

名
越

緑
地

滝
の

谷
緑

地

都
市

計
画

法
、
都

市
公
園

法

史
跡

指
定

地
外

（
周

辺
部
）

●
緑

地
公

園
と

し
て

都
市

計
画

に
位

置
付

け
ら

れ
て

お
り

、
建

築
行

為
な

ど
の

制
限

が
あ

る
。

（
都

市
公

園
法

第
4、

11
条
）

史
跡
指

定
地

外
で

遊
歩

道
の

整
備

や
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

整
備
を

行
う

場
合

に
留
意

す
る

。

都
市

計
画

法
建
築

基
準

法

史
跡

指
定

地
外

（
鎌

倉
市

側
Ｊ

Ｒ
沿

い
）

●
＜

階
数

が
2
階
以

下
＞

か
つ

＜
延

べ
床

面
積

が
5
00

㎡
以

下
＞

な
ら

ば
、

木
造

建
築

物
で

も
可

だ
が
、

階
数

も
し

く
は

床
面

積
が

そ
れ

を
上

回
る

と
、

耐
火

建
築

物
も

し
く

は
準

耐
火

建
築

物
と

す
る
た

め
の

規
制

が
お

よ
ぶ

。
(建

築
基
準

法
第

62
条

)

鎌
倉
市

側
で

関
連

施
設

を
整

備
す

る
場

合
に

留
意

す
る

。

文
化

財
保

護
法
（

国
指
定

史
跡

）

史
跡

指
定

地
全

域
●
史

跡
に

指
定

さ
れ

た
史

跡
名

勝
天

然
記

念
物

に
関

し
、

そ
の

現
状

を
変

更
し

ま
た

は
そ

の
保

存
に
影

響
を

及
ぼ

す
行

為
を

し
よ

う
と

す
る

場
合

に
は

、
文

化
庁

長
官

の
許

可
を

受
け

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
（

第
8
0条

）
。

名
越
切

通
の

指
定

地
は

こ
れ

に
か

か
る

も
の

で
、

現
状

変
更
に

対
す

る
規

制
を
受

け
て

い
る

。

古
都

に
お

け
る
歴

史
的
風

土
の

保
存
に

関
す
る

特
別

措
置
法

（
古

都
保

存
法
）

史
跡

指
定

地
及

び
史

跡
指

定
地

に
隣

接
す

る
鎌

倉
市

部
分

（
鎌

倉
市

側
は

「
特

別
保

存
地

区
」

）

●
保

存
区

域
の

う
ち

、
史

跡
指

定
地

に
隣

接
す

る
鎌

倉
市

側
部

分
は

「
名

越
切

通
し

歴
史

的
風

土
特
別

保
存

地
区

」
に

指
定

。
指

定
範

囲
で

は
、

開
発

行
為

や
土

石
の

採
取

な
ど

、
土

地
利

用
状

況
を
変

更
す

る
際

に
、

事
前

に
県

へ
の

届
出

が
必

要
と

な
る

（
第

7条
）

。
ま

た
、

特
別

保
存

地
区

で
は

、
保

存
区

域
同

様
の

開
発

行
為

の
他

に
建

築
物

な
ど

の
色

彩
の

変
更

や
、

広
告

物
の

表
示

や
提
出

す
る

際
に

、
あ

ら
か

じ
め

県
の

許
可

が
必

要
と

な
る

(
第
8
条
）

。

史
跡
指

定
地

は
、

古
都

保
存

法
の

改
正

に
よ

り
「

鎌
倉

市
及
び

逗
子

市
歴

史
的
風

土
保

存
区

域
」

に
新

た
に

追
加

さ
れ

た
。

逗
子

市
の

良
好
な

都
市
環

境
を

つ
く
る

条
例

市
内

全
域

●
5
00
㎡

以
上

の
範

囲
で

土
地

の
区

画
形

質
を

変
更

し
た

り
、
木

竹
の

伐
採

、
移

植
を

行
な

う
場

合
は

、
条

例
の

適
応

を
受

け
、

自
然

環
境

へ
の

影
響

を
評

価
す

る
。

該
当

す
る

事
業

を
行

な
う

場
合
に

は
、

評
価

指
針

に
も

と
づ

い
た

計
画

を
策

定
し

、
市

長
に

届
け

出
る

必
要

が
あ

る
。

●
市

内
に

10
ｍ

メ
ッ

シ
ュ

ご
と

の
自

然
環

境
ラ

ン
ク

（
A
～

D）
と
そ

れ
に

対
応

し
た

環
境

保
全

目
標
（

80
～

20
％

）
が

あ
り

、
そ

れ
に

従
っ

て
、

対
象

事
業

の
環

境
保

全
目

標
量

を
決

定
。

各
ラ

ン
ク
ご

と
に

は
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
と

し
て

の
保

全
目

標
が

次
の

よ
う

に
定

め
ら

れ
て

い
る

。
A
ラ
ン

ク
：

環
境

保
全

目
標

お
お

む
ね

80
％

B
ラ
ン

ク
：

環
境

保
全

目
標

お
お

む
ね

60
％

C
ラ
ン

ク
：

環
境

保
全

目
標

お
お

む
ね

40
％

D
ラ
ン

ク
：

環
境

保
全

目
標

お
お

む
ね

20
％

史
跡
指

定
地

内
の

自
然

環
境

は
、

一
部

を
除

く
大

部
分

が
A、

Bラ
ン

ク
に

評
価
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
現

状
の

自
然

環
境

を
極

力
損
な

わ
な

い
整

備
が
必

要
と

さ
れ

る
。

逗
子

市
ま

ち
づ
く

り
条
例

市
内

全
域

●
区

域
面

積
が

30
0㎡

以
上
の

開
発

行
為

に
つ

い
て

は
、

事
前
協

議
、

住
民

周
知

に
つ

い
て

規
定

が
あ

る
。

た
だ
し

、
地

方
公

共
団

体
が

実
施

す
る

事
業

で
あ
れ

ば
、

条
例

の
適

用
は

協
議

し
て

定
め

る
。

都
市

計
画

事
業

の
場

合
は

条
例

適
用

外
。

都
市
公

園
に

す
れ

ば
、

条
例

の
適

用
外

で
あ

る
が

、
そ

う
で
な

い
場

合
は

、
協

議
が

必
要

と
な

る
。

世
界

遺
産

暫
定
リ

ス
ト
（

平
成

1
3
年
１

月
現
在

）

鎌
倉

市
内

の
寺

院
や

寺
院

跡
、

港
湾

遺
跡

（
和

賀
江

嶋
）

、
切

通
（

鎌
倉

七
口
）

●
地

球
上

に
存

在
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

文
化

遺
産

･自
然

遺
産

の
中

で
地

球
規

模
で

重
要

な
も

の
を
、

世
界

の
す

べ
て

の
人

々
に

と
っ

て
の

か
け

が
え

の
な

い
財

産
と

し
て

捉
え

、
保

護
し

て
い

く
。

鎌
倉
市

側
の

史
跡

範
囲

が
今

後
拡

大
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ
る

こ
と

か
ら

、
整

備
計

画
策

定
に

あ
た

っ
て

、
鎌

倉
市

に
お

い
て

も
準
用

可
能

な
内

容
で
あ

る
こ

と
を

視
野

に
入

れ
て

お
く

べ
き

で
あ

る
。

古
都

鎌
倉

の
寺
院

･神
社
ほ

か

名
称

表
3
-
2

史
跡
指

定
地

及
び

周
辺
区

域
に

か
か

る
法

規
制

市
街

化
調

整
区
域

市
街

化
区

域 逗
子

市
の

条
例

国
指

定
史

跡

歴
史

的
風

土
保
存

区
域準
防

火
地

域
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18



19

総
括

目
標

等
教

育
･
文

化
自

然
環

境
都

市
整

備
市

民
参

加
●
都
市
像

①
「
豊
か
さ
を
実
感
す
る
調
和
あ
る
ま
ち
」

（
施
策
の
方
向
づ
け
）

②
生

涯
学

習
：
市

民
の
学

習
･
文

化
活
動

へ
の

支
援

や
市

民
各

層
の
学

習
意
欲

に
応

え
る

学
び
の

場
･
機

会
づ
く
り
を
進
め
る
。

③
環
境

と
の
共
生

：
環
境
と
共

生
し
た
ま
ち

づ
く
り

を
進
め
る
。

④
都
市

整
備
：
自

然
災
害
に
も

都
市
災
害
に

も
強
い

安
全
な
都
市
づ
く
り

⑤
自
立
社
会
：
市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

●
文
化
財

使
命
：

文
化

財
を

適
正

に
保

存
管

理
し

、
後

世
に

引
継

ぎ
、

広
く
公
開
・
活
用
す
る
。

・
名
越

切
通

の
切

通
路

部
分

の
崩

落
に

よ
り

公
開

活
用

に
支

障
を

来
た

し
て

い
る

た
め

、
こ

れ
を

適
切

に
保

存
管

理
し

、
公

開
活
用
す
る
。

→
名
越

切
通

の
公

有
化

を
推

進

し
、
崩

落
対

策
及

び
発

掘
調

査
を
実
施
す
る
。

●
自
然
環
境
の
保
全

使
命
：
市
街
地
を
取
り
囲
む
樹
林
地
や
、
斜
面
緑

地
の
保
全
を
図
り
、
街
並
み
に
配
慮
し
た
景
観
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
で
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
自
然

環
境
と
共
生
す
る
ま
ち
を
目
指
す
。

●
環
境
と
の
共
生

名
越
切
通
と
そ
の
周
辺
の
緑
地
は
、
「
鎌
倉
市
及

び
逗
子
市
歴
史
的
風
土
保
存
区
域

（
6.
8h
a）

」
と
し
て
保
全
し
て
い
く
。

→
歴
史
的
風
土
保
存
区
域
の
保
全
の
た
め
、
区
域

内
に
特
別
保
存
地
区
を
設
定
す
る
都
市
計
画
を
決

定
す
る
。

●
市
街
地
整
備

使
命
：
適
切
な
土
地
の
利
用
を
図
り
、
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
と
調
和
し
た
景
観
・
快
適
で
安
全
な
街

並
み
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
・
公
共

交
通
機
関
の
｢バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
」
を
推
進
す
る
。

●
公
園

使
命
：
み
ど
り
に
囲
ま
れ
た
、
生
活
に
潤
い
や
安

ら
ぎ
を
与
え
る
公
園
の
整
備
を
進
め
る
。

●
自
治
政
策

使
命

：
市

民
と

行
政

が
連

携
・

協
働
し

て
、

逗
子

市
の

市
民
自

治
を

実
現
さ
せ
る
。

・
身

近
な

公
共

空
間

は
近

隣
住

民
で
維

持
管

理
す

る
ア

ダ
プ
ト

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、
住

民
に

よ
る

ま
ち

づ
く
り

の
有

効

な
一

手
で

あ
る

。
こ

の
制

度
を

活
用
し

た
市

民
参
加
を
推
進
す
る
。

●
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

「
≪
緑
≫
≪
藍
≫
≪
光
≫
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
」

逗
子
市

に
か
か
わ

る
人
々
が
自

然
、
文
化
、

歴
史
に

う
ふ

れ
あ

い
な
が

ら
、
住

み
、

活
動

で
き
る

ま
ち
･

逗
子
市

と
し
て
誇

り
を
持
っ
て

後
世
に
継
承

で
き
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
考
え
、
実
践
す
る
。

①
個
性
的
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

②
自
然
を
生
か
し
、
育
む
ま
ち
づ
く
り

③
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

④
市
民
と
協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り

●
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
歴
史

と
伝

説
の

道
や

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

を
保

全
し

、
そ

れ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
。

●
緑
地
の
将
来
的
な
保
全

・
自
然
環
境
保

全
地
域
や
風

致
地
区
に
指
定

さ
れ

て
い
な
い
緑
地

に
つ
い
て
は

、
将
来
的
な
保

全
を

図
る
た
め
、
そ

の
連
続
性
に

配
慮
し
、
緑
地

保
全

地
区
等
の
指
定
を
検
討
す
る
。

●
歴
史
公
園
整
備
（
周
辺
区
域
）

・
名
越
切
通
の
逗
子
市
側
は
国
指
定
地
区
を
除
き

保
全
の
手
立
て
が
図
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
市
が

歴
史
公
園
と
し
て
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
緑
地

保
全
地
区
の
指
定
を
図
り
、
さ
ら
に
歴
史
的
風
土

保
存
区
域
・
同
特
別
保
存
地
区
へ
の
編
入
を
検
討

し
て
い
く
。

●
景
観
形
成

・
山
林
は
積
極
的
に
保
全
。

・
歴
史
的
遺
産
を
取
り
囲
む
緑
地
を
地
域
制
緑
地

と
し
て
指
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
環
境
と
一

体
的
な
歴
史
的
景
観
の
保
全
を
図
る
。

●
実
現
方
策

・
ま

ち
づ

く
り

へ
は

市
民

参
加

に
よ
っ

て
行

な
う
。

●
み
ど
り
の
将
来
像

「
み
ど
り
が
息
づ
く
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
タ
ウ
ン
」

→
市
街

地
を
包
む

豊
か
な
緑
の

中
へ
と
安
心

し
て
は

い
っ
て

い
け
る
よ

う
な
、
市
民

と
み
ど
り
が

共
存
し

た
ま
ち
。

(
基
本
方
針
）

①
み
ど
り
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

②
日
常
的
な
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
拠
点
の
創
出

③
個
性
あ
る
都
市
環
境
の
創
出

④
市
民
と
行
政
の
総
力
の
結
集

●
都
市

緑
化

の
目

標
お

よ
び

推

進
方
針

(
2)
み
ど
り
を
守
ろ
う

③
歴
史
的
遺
産
を
守
ろ
う

・
名
越

切
通

の
保

全
を

図
る

た
め

、
歴

史
公

園
整

備
お

よ
び

緑
地

保
全

地
区

の
指

定
を

図
り

、
歴
史
的
風

土
保
存
区
域

･同
特

別
保

存
地

区
へ

の
編

入
を

検
討

し
て
い
く
。

●
施
設
緑
化
の
整
備
目
標
お
よ
び
配
置
方
針

(1
)都

市
公
園

・
特
殊
公
園
は
あ
ら
た
に
名
越
切
通
を
歴
史
公
園

と
し
て
配
置
す
る
。

●
望
ま
し
い
環
境
像

・
地
球
に
や
さ
し
い
循
環
型
の
ま
ち

・
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち

・
各
自
が
主
体
で
良
好
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
ま

ち

●
施
策
の
方
向

１
.
快
適
な
生
活
環
境
の
創
造

⑦
景
観

目
標
：
海
や
緑
と
調
和
し
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
景
観
の
保
全
及
び
創
造
に
努
め
る
。

→
景
観
に
配
慮
し
た
公
園
、
道
路
、
河
川
等
の
整
備

事
業
を
推
進
。

→
文
化
財
を
取
り
ま
く
歴
史
的
環
境
と
自
然
環
境
と

の
一
体
的
保
全
を
推
進
す
る
。

⑨
公
園
緑
地
の
整
備

目
標
：
緑
に
囲
ま
れ
た
生
活
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
都

市
公
園
の
整
備
を
推
進
す
る
。
「
逗
子
市
緑
の
基
本
計
画
」
に
定
め
る
施
設
緑
地
の

整
備
目
標
、
地
域
性
緑
地
の
指
定
目
標
を
達
成
す
る

。
→
名
越
切
通
史
跡
公
園
計
画
を
推
進
す
る
。

３
.
自
然
環
境
の
保
全

②
緑

目
標
：
残
さ
れ
た
緑
と
生
態
系
を
保
全
。
市
街
地
の

緑
を
復
元
し
、
潤
い
や
安
ら
ぎ
の
あ
る
環
境
を
創
造
す
る
。

→
文
化
財
を
取
り
ま
く
歴
史
的
環
境
と
自
然
環
境
と

の
一
体
的
保
全
を
推
進
す
る
。

表
3-
3
史
跡
に
関
連
す
る
上
位
計
画
等

計
画

国
指

定
史

跡
名

越
切

通
整

備
と

関
連

す
る
内

容

逗
子
市
総
合
計

画
(2
0
02
.3
)

逗
子
市
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
(1
9
98
.3
)

逗
子
市
緑
の
基

本
計
画

(1
99
6
.3
)

逗
子
市
環
境
基

本
計
画

(1
99
9
.3
)
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３．名越切通の整備に向けた課題

史跡の現状をふまえ、史跡整備に向けた課題を整理し、表3-4に示す。

表 3-4 整備に向けた課題

区 分 内 容 課 題

保存・保全

遺構の保存管理

●第１切通については、継続的な維持管理等定期的なメンテナンス工事の実施を行う。

●第２、第３切通および大切岸については、長期的な保存対策が必要である。

●やぐらについては、現況調査の結果、損壊の危険度が高いものから順に、適宜保存対策お

よび維持管理が必要である。

●石塔類の保存対策が必要である。

緑地景観の保全
●史跡指定地周辺は、逗子の貴重な緑地帯であり、逗子市内からの景観が損なわれないよう、

配慮を要する。

利用・活用

調査・研究

●切 通

・切通路のルートの構造および変遷の調査検討が必要である。

●まんだら堂やぐら群

・やぐらの位置や配置、群としての分布、数量等の把握および実測等の記録が必要である。

・石塔類の位置や数量、劣化の状況等の把握および実測等の記録が必要である。

・やぐら群の造営時期の把握が必要である。

・やぐらと前面平場を含む空間利用のあり方についての調査検討が必要である。

●大 切 岸

・石切の時期、石材生産や供給の様相の調査検討が必要である。

一般公開

●早急な公開と、各種調査および整備過程の公開を含む段階的整備の計画策定を行う。

●来訪者への十分な情報提供。現地で展示公開できない情報は、別途公開の場所を検討する。

●大切岸を間近に見学できるよう、立入りについての工夫が必要である。

●トイレ等の便益施設を整備し、来訪者の利便性を高める必要がある。

●公開活用における、市民参加のあり方について検討する。

●門扉、囲い柵の設置や夜間や台風・強雨時等の公開の制限について検討する。

インフラ
●指定地周辺は、地理的な条件から、駐車場整備、水道･電気の確保について検討が必要で

ある。

土地利用

法規制

●周辺整備(ガイダンス施設の建設を含む)にあたっては、対象となる法令に配慮が必要であ

る。

●都市公園化について検討が必要である。

役割・機能

市民生活 ●市民が憩い、散策し、日常生活の中で親しみを持ち市民アイデンティティーの拠り所とな

る、公園的な役割が必要である。

ネットワーク ●市内の他の名所や集客施設とのネットワークが容易になるような工夫が必要である。

その他 ●｢古都鎌倉｣世界遺産登録において重要な役割を担う史跡として、対応が必要である。
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